
































































地上系炉 入　］コ フ・ルターw一Na3AIF6，9－carbon，　Na5A13F14，α一A1203アルミニ ガス洗浄塔 出　口 煙道内付着 7．5 Na3AIF6，9・carbon，α一A1203，　Na5A13F14
ウム
精　　錬 天井系排 入　口 フィルター採取
11 α一A1203，　Na3AIF6，　g・carbon，　Na5A13F14
A工場ガス洗浄塔 入　口 ファン前堆積 12 α一A1203，　Na3AIF6，　g－carbon，　Na5A13F14，　CaF2
出　口 エリミネータ付 18 Na3AIF6，α一A1203，　g－carbon，　NaF
（環　境） 300mフィルター採取 一 α一SiO2，　NaAISi308，　CaSO4・2H20，　Na3AIF6，　MgCa（CO3）2
地上系炉 入　口 ブイルター採取 ・91N・・AIF・N・瓦縁・a・b・恥α一A1・・幽A1・FM
アルミニ
Eム
ガス洗浄塔 出　口 フィルター採取 12 Na3AIF6，α一A1203，　g－carbon
精　’錬
天井系排 入　口 ブイルター採取 15 α一A1203，　Na3AIF6，　CaF2，　g－carbonB工場ガス ・入　口 ファン室内堆積 13 α一A1203，　Na3AIF6，　CaF2，　g－carbon
洗浄塔 出　口 フィルター採取 6．2 α一A1203，　Na3AIF6，　g．carbon
出　口 エリミネータ｡板奥付着 13 NaF，α一A1203，　Na3AIF6，　AI皇03・3H20，　g・carbon
出　口 エリミネータc板付着 16
α一A120翫　Na3AIF㊧　NaF，9・calbon，　A1203・3H20・Na5A13FI4


















































業倒施設名 努翻 置カレ籟 縫1瘍鷹聚尉り翻され拗質（棚的嚇’回折ピークの
リン酸肥 リン安反応?r気洗浄
入 ・1サイク・ソ下［2・71（NH・）H・P・・（NH・）・Si取醐）・Sα
料製造 塔 出・1フ・ルター獅 331（NH4）2　SiF6，（NH4）2SO4
苦土重焼リ
灯r気洗浄 出　口 煙道内付着 一「晒
石膏ボー 石膏乾燥炉 入・陣内儲 一 CaSO4・2H20，　CaSO4，　CaF2
ド製造 排気洗浄塔 出　口 煙道内付着 一 CaSO4・2H20，　CaF2
ステンレ
X製造
フツ酸一硝
_表面処理
r気洗浄塔
出　口 フィルター採取＜10ppm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、mH4Cl
ン製造施設を選定した・　　　　　　　　　　　　　　反応槽でアンモニアを作用させ乾燥したときケイフッ化
3．2．1　リン安製造施設　　　　　　　　　　　　　　　アンモニウムとなるものと考えられる・硫安も同様リソ
ここに述べるリン安製造施設はリン鉱石に硫酸を作用　　酸液中の硫酸とアンモニアから生成すると考えられる・
させて製造したリン酸にアンモニアを作用させてリン酸　　なおダスト中のフッ素量からの計算でダスト中にはケイ
アンモニウムを作る反応槽である．この施設の排ガス洗　　フッ化アンモニウムと硫安が半々程度ずつ存在すると推
浄塔の入口側では適当なサンプリングロがないので洗浄　　定された・
塔の前のマルチサイクロンで落ちた粉じんを試料とし　　3・2・2苦土重焼リン製造施設
た．表一3に結果を示したがリソ酸二水素アンモニウム　　　本施設はリン鉱石をリン酸液で処理し・そこに焼リン
（（NH4）H2PO4）が主成分であり，他にケイフッ化アン　　と塩基性苦土の混合物を加え混合・造粒しそれをパーナ
モニウム（（NH4）2SiF6）と硫安（（NH4）2SO4）が微量　　一で焼き苦土重焼リンを製造する施設である・湿式の排
ながら確認された．次に排ガスを水洗する湿式スクラバ　　ガス洗浄塔の後の煙道内に堆積したダストのX線回折
一通過後では図一4に示した様に入口側で僅かにあったケ　　図を図一5に示したが，結晶相はフッ化カルシウム（CaF2）
イフッ化アンモニウムと硫安が主成分となっていた．　　が大部分であると考えられた・このフヅ化カルシウムは
以上のことから本工場のリン安反応槽から排出される粒　　リン鉱石由来と考えられる・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
子状フッ化物は水溶性のケイフッ化アンモニウムがほと
んどであることが推定された．ケイフッ化アンモニウム
はリン酸製造の際原料であるリン鉱石に硫酸を作用させ
たときその中に含まれるフッ素がフッ化水素となるが，
このときやはりリン鉱石中に含まれるシリカ（Sio2）と o
反応し，ケイフッ酸となリリソ酸液中に移行し，リン安 o　　o
｛0　　20　　30　　40　　　50　　60　　70‘り　　　　　　　　　　　　　　20
図一5苦土重焼リン排ガス洗浄塔出口側煙道内
推積物のX線回折図
。◎　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　3．3石膏ボード製造工場
　　　　　　　o@　　　。。　　　　　　　　　　　　　　　　　石膏ボード製造工場では湿式のリン酸製造の際に生成゜　　　　　　　　　◎　◎o　　　　　　　o
◎Oo　＠o　　　　O　O　　o o する石膏を乾燥し石膏ボードの原料としている．前述
20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　　60　　　　　7080　　　go纏　2e した様にリン鉱石中に含まれるフッ素は石膏中に移行
図一4　リン安反応槽排気洗浄塔出口側試料の　　　　し石膏を乾燥した際ガス状フッ化物とともに粒子状の
X線回折図　　　　　　　　　　　　　　　フッ化物も排出されることとなる・試料には乾燥炉の排
○（NH4）2SiF6　◎（NH4）2SO4　　　　　ガス洗浄塔の前後の煙道に付着したダストを用いた．
No・1　1976　　　　　　　　　　　　　　BulL　EP・C・Lab．，　Niigata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
設からは粒子状フッ化物はほとんど排出されないと考え
られた．
o 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謝　　　　辞
●　o　　　o　　　　　　　　o@　　°°　°°　　°　　　　　　　　　だき，又同定にあたっても熱心に御指導下さいまし
2°@3°　40　5°　60　7°2e　ρ，　　　　　た新潟大学理学部地質鉱物学教室の吉村尚久教授に
図一6石膏乾燥炉排ガス洗浄塔出口側推積物の　　　　　深く感謝致します・
X線回折図
O　CaSO4・2H20　　⑭CaF2　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献
結果を表一3にまとめたが入口側からは石膏（CaSO4．　　1）i新潟県：直江津地域の大気汚染調査報告書・第2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報，（1971）．．2H20），無水硫酸カルシウム（CaSO4）及びフッ化カル
シウムが同定され，出口側の試料からは図＿6に示した様　　　2）新潟県：直江津地域の大気汚染調査報告書・第3
　　　　　　　　　　　　’@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報，（1973）．に石膏とフッ化カルシウムが同定された．このことから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）新潟県：直江津地域の大気汚染調査報告書，第4排出される粒子状フッ化物はフッ化カルシウムであると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報，（1975）．考えられた・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）大科達夫，菅井隆一，藤枝義丸，谷中隆明，渋谷信3．4ステンレス製造工場
雄i：大気汚染研究，8，543（1973）．
ステンレス製造工場の表面処理工程にはフッ酸一硝酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）滝沢行雄：大気汚染研究，8，421（1973）．
を用いる工程があリフッ化物が排ガス中に含まれる．し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）滝沢行雄，大科達夫，入山文郎，荻間勇：大気汚かしながらフッ酸一硝酸表面処理施設においてはガス状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染研究，9，349（1974）．フッ化物は排出されても粒子状フッ化物は排出されない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）滝沢行雄：大気汚染研究，10，215（1975）．であろうと予想された．結果は表一3および図一7に示した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）谷中隆明：大気汚染研究，10，35（1975）．が塩化アンモニウムのみ同定された・この施設では多段　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）MR．　Pack，　A．C．　Hill，　MJ）．　Thomas，　and　LG．
型スクラパーで水，アンモニア，塩素の順で排ガスを洗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Transtrum：A．S．T．M．，　Spec．　Tech．　Pub．，　No．浄しており，このとき生成する塩化アンモニウムが排出
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　281，　27　（1959）：　　　　　　　。される粒子状物質の大部分を占めるものと考えられた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）D．C．　McCune，　A．E．　Hitchcock，　Jay　S．　Jacobson，
。　　　　　　　　　　　　　　　and　Leonard　H．　Weinstein：Contrib．　Boyce
o Thompson　Inst．，23，1（1965）．
11）角田文男：公害と対策，9，376（1973）．
。　　　　　　　　　　　　　　　研究，6，85（1971）．
o　　　。　　　　　　　　　　13）Hans　Ginsberg　und　Karl　Wefers：
o　　　o@　　　　　　　　　ERZMETALL，　Bd．　XX，156（1967）．
2。　3。　⑩　　5。　G。　η2e　8。い・　　　　14）新潟県衛生部：上越地区におけるフッ化物等によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る大気汚染の健康影響調査の結果について，（昭和図一7ステンレス表面処理施設排ガス洗浄塔
出口側試料のX線回折図　　　　　　　　　　　　51年6月）・
ONH4C1
